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橿
原
市
は
奈
良
盆
地
の
南
部
に
位
置
す
る
。
大
和
三
山
に
固
ま
れ
た
空
間
は
、
先
史
時
代
に
は
山
麓
部
か
ら
盆
地
中
央
部
へ
居
住
空
間

が
拡
大
す
る
さ
い
、
拠
点
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
多
く
の
遺
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
古
代
に
は
飛
鳥
、
藤
原
京
の
古
代
王
朝
の
フ
ィ

ー
ル
ド
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
奈
良
時
代
に
は
下
ッ
道
と
横
大
路
の
基
幹
道
路
が
交
差
す
る
と
乙
ろ
と
な
り
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
す
ぐ
れ

た
地
理
的
位
置
は
、
中
世
、
近
代
、

そ
し
て
現
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
八
木
や
今
井
の
町
場
的
集
落
や
条
里
制
地
割
に
乗
っ
た
塊

村
状
の
農
村
集
落
の
散
在
す
る
景
観
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
と
伝
統
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
鉄
道
網
や
道
路
網
の
結
節
点

と
し
て
の
機
能
と
い
ち
じ
る
し
い
都
市
化
は
そ
れ
ら
の
伝
統
性
と
す
ぐ
れ
た
地
理
的
位
置
の
反
映
と
も
い
う
乙
と
が
で
き
る
。

こ
の
橿
原
市
は
、
戦
後
昭
和
三

0
年
代
の
後
半
か
ら
飛
躍
的
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
の
下
で
、
大
阪
大
都
市
圏

が
拡
大
す
る
中
で
、

そ
の
す
ぐ
れ
た
地
理
的
位
置
と
交
通
条
件
が
評
価
さ
れ
、
多
く
の
人
々
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
か
つ
て
人
口
数
万
人
に
す
き
な
か
っ
た
町
が
今
や
一

O
万
人
を
越
え
、
奈
良
県
下
で
は
奈
良
市
に
次
ぐ
第
二
の
地
位
を
確
実
な

も
の
と
し
た
。

そ
の
た
め
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
的
機
能
も
付
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
県
南
部
の
中
心

都
市
へ
と
脱
皮
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
こ

O
年
あ
ま
り
の
変
化
は
、
橿
原
市
に
と
っ
て
、
有
史
以
来
の
一
大
変
化
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
多
様
な
側

面
で
の
変
化
と
再
編
成
が
急
速
に
す
す
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
変
化
過
程
の
記
録
と
そ
れ
に
関
す
る
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
く
こ
と
は
、
当
市
の
今
後
の
発
展
方
向
と
そ
の
方
法
を
模

索
す
る
上
で
も
十
分
価
値
の
あ
る
乙
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

地
理
編
と
し
て
は
、
以
上
の
変
化
と
再
編
成
化
が
土
地
に
刻
ん
だ
部
分
を
中
心
に
ま
と
め
る
乙
と
と
し
た
。
そ
ζ

で
、
前
回
の
市
史
刊

地

理



J 

/ 
，l'ν、、，，!

{"- (ri...../ 
川 代、 (' A天香不山.

!'-' '-...・1.，."--~ .~ J'J.¥  
¥"，.，-V. 、

一、¥‘ ι..-，.・"'.
u¥/  

f 

内

ノ

I-.~..、/、.
.../ .0 0.5 

:oc=::c圃国鉄

........c::>ー私鉄

国道

庭二2DID

.-----明11

fr附M句- 山地・丘陵

2km 

橿 原 市 地 域 概 況 図

は

じ

め

に

四



行
以
降
の
変
化
の
記
録
に
重
点
を
置
く
乙
と
と
し
、
同
時
に
、
住
宅
地
開
発
に
と
も
な
う
遺
跡
や
諸
史
料
の
発
掘
等
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た

に
浮
か
び
上
っ
て
き
た
歴
史
的
空
間
の
形
成
に
関
す
る
新
た
な
成
果
も
記
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
こ
で
、
地
理
編
は
大
き
く
二
部
に
分
け
た
。
第
一
部
は
「
自
然
環
境
と
歴
史
的
地
域
の
形
成
」
と
い
う
テ

1
7
で
、
橿
原
市
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
す
る
自
然
環
境
と
そ
れ
と
深
い
関
係
を
も
っ
考
古
空
間
の
形
成
、
古
代
・
中
世
の
地
域
プ
ラ
ン
や
道
路
、
近
世
の
所
領
形
成
と

村
落
の
ま
と
ま
り
、
商
業
集
落
の
形
成
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
、
新
た
な
成
果
も
ふ
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
研
究
者
の
手
に
よ
る
歴
史

第
二
部
は
、
「
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
発
展
と
再
編
成
」
と
い
う
テ
!
?
で
、
近
年

地
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ま
と
め
た
。

ま
た
、

の
二

O
年
余
り
の
最
も
急
激
に
変
化
し
た
部
分
を
、
人
口
、
宅
地
化
、
土
地
利
用
、
都
市
機
能
、
産
業
な
ど
の
諸
側
面
か
ら
地
理
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
ま
と
め
た
。
第
一
、
二
部
と
も
相
互
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
二
部
と
第
一
部
の
若
干
に
つ
い
て
は
、
愛
知
大
学
文
学
部
地
理
学
専
攻
学
生
諸
君
二

O
余
名
の
現
地
調
査
に
よ
る

協
力
を
得
た
。
調
査
は
昭
和
五
十
九
年
七
月
下
旬
に
一
週
間
ほ
ど
一
斉
に
行
な
わ
れ
、

そ
の
後
も
補
足
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
調
査
に
当

つ
て
は
多
く
の
市
民
の
方
々
や
関
係
機
関
の
御
協
力
を
得
る
と
と
が
出
来
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

藤

田

佳

久

地

理

五




